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東医大誌　54（5）：556～595，1996
第137回東京医科大学医学会総会
日　時：平成8年6月29日差土）午前9時より
会　場：東京医科大学病院臨床講堂（6階）
　　　　東京医科大学病院第二会議室・第三会議室
当番教室：解剖学第一講座，小児科学講座
特別講演1：臨床医学研究の論理
　　　　　　　　　　　皮膚科学　古賀道之主任教授（54（5）：429～434）
　　　　2：再建外科としての臓器移植
　　　　　　　　　その医学並びに社会的医療としての諸問題
　　　　　　　　　　　外科学第五　小崎正巳主任教授（54（5）：435～446）
一般演題：ロ演1～35，展示P－1～P－43
一般演題
L
膵臓内のリンパ管と神経
（解剖学第一）
○中村陽市，続順一，松山永久，飯村彰，
　大久保真人，市川早苗，内野滋雄
　脈管系のうち血管は自律神経で支配されてい
ることは周知の事である．しかしリンパ管と神
経の関係については，小腸絨毛の中心リンパ管
や腸間膜でいくつかの報告はあるが，臓器内で
はほとんど報告されていない．そこで今回は，
ニホンザルおよびラットの膵臓内のリンパ管と
神経の形態学的関係を樹脂包埋標本の光学顕微
鏡（光顕）および電子顕微鏡（電顕）観察と免
疫組織化学法を用いて検索した．
【材料と方法】樹脂包埋標本：ニホンザル4頭
ウイスター系ラット5匹の膵臓を2．5％グルター
ルアルデヒドで潅流固定後，摘出，型のごとく・
樹脂包埋し，1．5μmの連続準薄切切片を作製し
光顕さらに電顕で観察した．免疫組織化学法：
ラット5匹をPLPで潅流固定し，膵臓を摘出後
クリオスタットで7～10μmの凍結切片を作成し，
ABC法にてcalcitonin　gene－related　peptide
（CGRP），　substance　P　（SP），　vasoactive　intestinal
peptide（VIP），　neuropeptide　Y（NPY），　PGP9．5を染
色し，光顕で観察した．
【結果及び考察】ニホンザル，ラットとも膵臓
内のリンパ管はほとんどが小葉問結合組織内に
動静脈に伴行して観察され，その周囲には神経
線維が見られる．これらの神経線維を電顕で観
察すると無随で，リンパ管の内皮細胞の直下，
つまり内皮細胞基底面より0．1～0．7μmの所に存
在し，特に内皮細胞同士が接着する場所と核の
近くに多く見られた．また，免疫組織化学法に
よりこれらの神経はCGRP，　VIP陽性神経であっ
た．これらのことから膵臓内に見られるリンパ
管が行う物質の吸収と輸送には何らかの形でペ
プチド神経が関与していると考えられる．
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